
http://www.knsyk.jp�

福祉タイムズ� ����200８No.

〈写真・菊地信夫〉

　「共同募金は、みなさんの優しい心をつないでいく仕事です」と語る神奈川県共同募金
会（以下、「県共募」）の事務局長の岡村良子さん（６３歳）は、昭和４５年からこの仕事に
携わってきた。県共募は地域の中で誰もが幸せに暮らせる社会を目指し、寄付者からの
善意を取りまとめ、地域福祉活動を行う民間福祉施設・団体等に配分している。毎年の
募金期間には、”どうか役立ててほしい”と、寄付金とともに多くの温かいメッセージが
寄せられる。「それらを職員みんなで読むのが至福のひとときです」と岡村さんは話す。
　寄付者から手作りの梅干しを戴いたことがあり、その方にお礼がしたいと、当時中学
生だった岡村さんの娘さんが手縫いの布巾を贈り、以来十数年間交流が続いたこともあ
った。「共募の仕事は温かい気持ちになれるしあわせな仕事」だと話す。その娘さんに、
昨年１２月、岡村さんの初孫となる子どもが生まれた。「私もおばあちゃんよ」と笑う。
　また、岡村さんは平成元年から平成１７年まで、本紙の編集委員として毎年紙面に文章
を寄せてきた。”住民の視点”を大切に、平易な言葉でつづられた文章の裏には、エッセ
イ教室に十数年通うなどの努力があった。この３月で県共募を退職した後も、「趣味の
乗馬やエッセイ教室は続けていきたい。自宅で近所の認知症の方が立ち寄れるサロンも
開いてみたいわね」と、その“温かい心”をつなぎつづける。
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特集

～福祉人材の確保・育成・定着にむけて～

　

福
祉
の
仕
事
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
そ
れ
に
よ
る
自
分
自
身
の
成
長
な
ど
、「
や
り
が
い
を
感
じ
ら

れ
る
仕
事
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
る
職
場
で
す
。
し
か
し
、
昨
今
の
少
子
高
齢
化
や
景
気
動
向
な
ど
の
様
々
な
要
因
に
よ

り
、
職
員
の
確
保
や
長
期
的
な
育
成
及
び
定
着
が
難
し
く
、
特
に
介
護
関
係
の
福
祉
施
設
で
は
運
営
上
の
大
き
な
支
障
も
出
る

な
ど
の
深
刻
な
状
況
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
場
の
声
か
ら
を
受
け
止
め
、
本
会
と
し
て
も
人
材
確
保
に
む
け

た
厳
し
い
状
況
に
対
応
す
べ
く
、
既
存
の
事
業
の
充
実
の
ほ
か
、
本
会
経
営
者
部
会
で
ま
と
め
た
要
望
書
に
基
づ
き
県
と
協
働

で
事
業
を
推
進
し
て
い
く
な
ど
（
平
成
二
十
年
二
月
号
参
照
）、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
本
会
の
人

材
確
保
・
育
成
・
定
着
に
む
け
た
来
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

福祉サービス利用者の願いに応えるために

デ
ー
タ
に
見
る
求
職
・
求
人
ニ
ー
ズ
の
動
向

　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
中
央
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
の
取
扱
い
件
数
に
よ
る
と
、
全

国
の
福
祉
業
界
の
有
効
求
人
数
は
平
成
十

二
年
度
の
介
護
保
険
制
度
導
入
時
期
か
ら

年
々
増
加
す
る
一
方
で
あ
る
の
に
対
し
、

有
効
求
職
者
数
は
平
成
十
五
年
度
の
六

三
、
六
八
三
人
を
ピ
ー
ク
に
、
一
八
年
度

は
約
半
数
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
（【
図

１
】
参
照
）。
有
効
求
人
倍
率
（
注
１
）

で
い
う
と
、
平
成
十
五
年
度
当
時
の
〇
・

五
四
が
、
昨
年
十
二
月
時
点
で
は
一
・
三

三
と
な
り
、
全
体
で
は
求
職
者
側
の
売
り

手
市
場
へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
こ
の
傾
向
が
一
層
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
、
平
成
十
八
年
の
有
効
求
人

倍
率
は
一
・
九
二
と
、
求
人
数
が
求
職
者

数
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
し
か
も
、

今
年
一
月
時
点
の
高
齢
者
施
設
に
至
っ
て

は
六
・
四
一
倍
と
い
う
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
（【
図
２
】
参
照
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
も
人
材
確
保
に

工
夫
を
行
う
な
ど
の
努
力
を
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
状
況
を
個
々
の
事
業
所
の
取
り

組
み
や
努
力
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。

　

注
１
）
求
人
数
を
求
職
数
で
割
っ
た
数
値

介
護
職
に
見
ら
れ
る
状
況

　

図
２
の
よ
う
に
、
福
祉
現
場
に
お
い

て
、
と
り
わ
け
介
護
職
の
確
保
が
量
（
人

材
の
数
）・
質
（
サ
ー
ビ
ス
の
質
）
と
も
、
緊

急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
市
で

は
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
関
連
し

て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

の
介
護
人
材
受
け
入
れ
に
際
し
て
、
民
間

の
施
設
に
助
成
を
行
う
と
の
独
自
策
を
打

ち
出
し
た
ほ
ど
で
す
。

　

一
方
、
今
ま
で
任
用
資
格
が
は
っ
き
り

し
な
か
っ
た
介
護
職
員
に
つ
い
て
も
、
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
た
有
資

格
化
が
進
み
、
介
護
職
員
は
将
来
的
に
は

介
護
福
祉
士
を
基
本
と
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
方
針
が
厚
生
労
働
省
か
ら
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
を
受
け
て

平
成
十
八
年
度
か
ら
制
度
化
さ
れ
た
「
介

護
職
員
基
礎
研
修
」（
注
２
）
に
つ
い
て
、

本
会
で
は
昨
年
の
四
月
か
ら
六
月
に
か
け

て
、
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

し
か
し
受
講
者
は
予
想
し
て
い
た
よ
り
も

少
な
く
、
そ
の
背
景
に
は
、
研
修
修
了
者

の
報
酬
体
系
で
の
位
置
づ
け
や
そ
の
見
直

し
時
期
、
ま
た
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
の

際
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、
現
段
階
で
は
未
定

の
部
分
が
多
く
、
制
度
の
過
渡
的
な
状
況

が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

注
２
）
ヘ
ル
パ
ー
一
級
の
資
格
を
持
ち
、
か
つ

一
年
以
上
の
実
務
経
験
を
持
つ
方
を
対
象
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
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化
）

・「
福
祉
の
職
場
の
魅
力
」
啓
発
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
・
配
布
（
福
祉
の
職
場
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
支
援
）

・
関
連
団
体
・
機
関
の
広
報
紙
の
活
用
を

含
む
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
積
極

的
な
広
報
活
動

・
看
護
師
・
介
護
職
等
就
労
促
進
セ
ミ
ナ

ー
（
現
在
就
労
し
て
い
な
い
介
護
福
祉

士
等
有
資
格
者
の
再
就
業
の
支
援
）

◇
福
祉
人
材
の
育
成
・
定
着
へ
の
支
援

　

本
会
で
は
、「
神
奈
川
県
の
福
祉
人
材

養
成
の
あ
り
方
検
討
会
議
」
を
県
と
合
同

で
設
け
、
昨
年
三
月
ま
で
の
二
年
間
、
福

祉
人
材
養
成
の
あ
り
方
や
現
任
者
研
修
の

推
進
を
目
的
と
し
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
昨
今
の
福
祉
人
材
が
専

門
職
と
し
て
幅
広
い
資
質
向
上
を
求
め
ら

れ
て
い
る
状
況
へ
の
対
応
や
、
体
系
的
な

研
修
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
現
任
者
の
業

務
へ
の
意
欲
保
持
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
本
会
で

は
、
介
護
支
援
専
門
員
や
介
護
福
祉
士
の

各
種
講
習
、
新
任
か
ら
施
設
長
・
幹
部
ま

で
の
階
層
別
研
修
や
対
人
援
助
技
術
な
ど

の
テ
ー
マ
別
研
修
の
ほ
か
、
事
業
所
・
法

人
単
位
で
の
研
鑽
を
援
助
す
る
た
め
に
職

修
了
者
は
介
護
福
祉
士
に
移
行
さ
せ
よ
う
と

い
う
考
え
。

本
会
の
人
材
確
保
・
育
成
・
定
着

の
支
援
に
む
け
た
取
り
組
み

　

福
祉
人
材
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
、

本
会
と
し
て
は
確
保
の
み
な
ら
ず
、
育

成
、
定
着
の
三
つ
の
視
点
に
お
い
て
総
合

的
に
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
来
年
度
は
、
よ
り
一
層
、

経
営
者
部
会
・
施
設
部
会
を
は
じ
め
関
係

団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
重
点
事
業
と
し
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

◇
福
祉
人
材
の
確
保
へ
の
支
援

　

本
会
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年

一
回
、
二
日
間
の
日
程
で
開
催
し
て
き
た

福
祉
施
設
等
就
職
相
談
会
の
回
数
を
、
三

日
間
ず
つ
二
回
の
開
催
に
増
や
し
、
専
門

の
相
談
員
に
よ
る
求
職
者
向
け
の
相
談
を

行
っ
た
り
な
ど
、
介
護
職
も
含
め
全
体
的

な
福
祉
人
材
確
保
に
む
け
、
就
労
あ
っ
せ

ん
の
強
化
な
ど
の
努
力
を
重
ね
て
お
り
、

今
後
更
な
る
拡
充
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。

〈
来
年
度
の
重
点
事
業
〉

・
福
祉
施
設
等
就
職
相
談
会
（
地
域
開
催

含
む
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
強

場
内
研
修
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
福
祉
人
材
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
む
け
た
専
門
的
な
知
識
・
技
術
の
研

修
や
定
着
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

〈
来
年
度
の
重
点
事
業
〉

・
介
護
職
員
基
礎
研
修

・
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
準
備
講
習
会

・
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
専
門
相
談

・
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
職
場

づ
く
り
に
む
け
て
の
運
営
支
援

◇
社
会
福
祉
法
人
等
経
営
指
導
事
業
の
促

進

　

福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
に
向

け
、
施
設
の
運
営
を
行
う
社
会
福
祉
法
人

等
に
つ
い
て
も
、
適
正
か
つ
安
定
的
な
経

営
の
促
進
を
支
援
し
ま
す
。

〈
来
年
度
の
重
点
事
業
〉

・
経
営
相
談
員
に
よ
る
一
般
相
談

・
専
門
職
（
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、

経
営
診
断
士
等
）
に
よ
る
専
門
相
談

・
法
人
経
営
、
施
設
運
営
に
関
わ
る
研
修

　　

福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
を
進

め
て
い
く
た
め
、
ひ
き
つ
づ
き
本
会
会
員

を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
の
一
層
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【図２】本会福祉人材センター取扱件数：（求人：有効求人数、
求職：求職者数／ともに2008年1月末時点）

【図１】全国中央福祉人材センターホームページ：
「福祉の求人求職動向・統計」より抜粋
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NEWS　
　＆

　　　TOPICS―平成２０年度神奈川県保健福祉部等の主要事業予算（案）（一部抜粋）―

予算額概　　　要事 業 名

４，２１８　急速な少子高齢化の進行やバリアフリー新法の制定など、福祉のまちづくりを取り巻く
状況の変化に対応するため、「福祉の街づくり条例」を改正し、バリアフリー新法に基づ
く条例を制定するなど、より実効性のある取組みに向けて必要な検討を行う。

（ともに生き支えあう社会づくりをめざす地域福
祉の推進）
◎みんなのバリアフリー推進条例（仮称）検討調
査費

１６，２９３　様々な分野の有識者等による「かながわ自殺対策会議」の設置や、自殺予防に関する普
及啓発及び当事者支援等の事業を実施するなど、総合的な自殺対策を推進する。

（生涯を通じた健康づくりの推進）
　こころといのちのサポート事業費

２，５６８

４２，６２６，９９５

　介護相談員等に対して個別ケースへの助言等を行う「かながわ介護アドバイザー」を創
設し、新たな相談・苦情対応のしくみづくりを推進する。

　高齢者の医療の確保に関する法律の施行により平成２０年４月から新たに実施される後
期高齢者医療制度の健全かつ円滑な運営に必要な経費の負担等を行う。

（高齢者が安心してくらせる保健福祉の充実）
◎介護相談活動推進事業費

◎後期高齢者医療制度事業費

１９２，６０９

３，２４２，４０５

５，０００

　障害者の地域生活移行に対応するため、施設が有する機能を障害者の地域生活支援に活用
し、多様な住まいの場及び日中活動の場などを障害者に提供するための事業に対し助成する。

　障害者自立支援法に基づく制度の円滑な運用及び着実な定着を図るため、事業者に対す
る激変緩和措置及び新制度移行等のための緊急的な経過措置として必要な事業を行う。

　総合リハビリテーションセンターの再整備に向けて、県として適切なリハビリテーショ
ンサービスを提供するために必要な機能・施設規模を整理し、再整備基本構想を策定する。

（障害のある人が、地域でその人らしくくらせる
支援の充実）
　障害者地域生活サポート事業費補助

　障害者自立支援対策臨時特例交付金事業費

◎総合リハビリテーションセンター再整備基本
構想策定費

５，５１６

２，２６８

　介護職員が研修に参加しやすいように受講環境を整え、体系的な研修を実施して段階的
に人材を育成する県独自の認定研修のモデル事業を実施するとともに、介護分野で働いて
いない介護福祉士及び訪問介護員の再就業を促す研修等を実施する。

　介護職、ケアマネージャー等の資質向上とチームケア力の強化を図るとともに、仕事の
やりがいや魅力を再確認してもらい、離職を防止するための研修、セミナー等を開催する。

（保健・医療・福祉人材の育成と確保・定着）
◎介護人材認定研修推進事業費

◎介護人材認定研修推進事業費（県民政策提案）

１４７，７４９

９，９４１

　地域の子育て支援の中核拠点として、育児相談や保育関連情報の提供等を行う「子育て
支援センター」等を運営する市町村に対し、助成する。

　県民からの公募による「子ども・子育て支援プロジェクト」事業の実現を支援する。

（地域における子ども・子育て支援の促進）
　子育て支援拠点運営費補助

　子ども・子育て支援活動活性化促進事業

１３０，１７３

４４８，１２１

　市町村が認定する認定保育施設について、児童の処遇や多様な保育サービスの充実に必
要な経費を市町村に対し助成する。

　保護者が昼間家庭にいない小学校就学児童（１０歳未満）等に放課後の居場所を提供する
放課後児童健全育成事業を実施する市町村に対し助成する。

（保育サービスの充実）
　認定保育施設等事業費補助

　放課後児童健全育成事業費補助

２，８４０　子育て支援団体などのＮＰＯとの協働により、企業と地域の連携のコーディネート等を
進め企業等による子ども・子育て支援の取組みを促進する。

（企業などによる子ども・子育て支援の促進）
　企業等次世代育成支援活性化連携促進事業費

３９，６５６

３３６，８２７

２，４２５

　児童相談所等に非常勤の心理担当職員を配置し、虐待を受けた児童に対する心理面での
ケアを実施する。

　被虐待児等の増加に対応するため、新たな児童養護施設の整備等に対する助成や被虐待
児等に対するきめ細かなケアを実施するため、既存の民間児童養護施設の個室化・ユニッ
ト化を図る施設整備等に対し助成する。

　様々な課題を抱え、支援を必要とする子どもの特性やニーズに対応し、発達段階に応じ
た自立を支援するための拠点の整備に向け、基本構想を策定する。

（支援を必要とする子ども・家族への対応）
　被虐待児個別支援事業費

　民間児童福祉施設整備費補助

◎県立自立支援拠点基本構想策定費

（単位：千円、◎は新規事業、○は一部新規事業）



５
第６７６号　福祉タイムズ　２００８．３．１５

―平成２０年度横浜市福祉局等の主要事業予算（案）（一部抜粋）―
（単位：千円、◎は新規事業、○は一部新規事業）

予算額概　　　要事 業 名
１１，０００　高齢者の孤立死防止などのため、コーディネーターの配置やサロン開設など、地

域での見守りネットワーク構築に向けて３区でモデル事業を実施
◎地域の見守りネットワーク構築支援事業

セ
ー
フ
テ
ィ
都
市
戦
略

２３６，０００　特別養護老人ホームが介護職員の処遇改善に充てるための経費を助成するほか、
施設職員の研修参加費用などの経費を助成しキャリアアップを支援

◎福祉人材緊急確保事業

２５，０００　日本で介護の仕事をするために来日する介護福祉士候補者が、円滑に就労・研修が
できるよう受入施設への助成をするとともに、介護福祉士候補者同士の情報交換会
など日常生活への支援（受入施設への助成等１０カ所）

◎海外からの介護福祉人材就労支援事業

６，０７６，０００　２２年までに、入所の必要性・緊急性が高い高齢者が、申込から概ね１年以内に入
所可能となるように整備を促進（１８１４床→２４０６床）

　特別養護老人ホームの整備

２９１，０００　小規模多機能型居宅介護事業所の整備促進のため、市独自の運営費補助を創設（２７
カ所分　１施設あたり上限７００万円）

　小規模多機能型居宅介護事業所の整備

１３０，０００　精神障害者の日常生活を支援する拠点施設として生活支援センターを整備（設計４
カ所、建設１カ所、開所３カ所）

　精神障害者生活支援センターの整備

５，０００　養育者のリフレッシュを目的として、子どもの一時預かり事業を１カ所でモデル実施◎リフレッシュのための一時預かり事業

子
ど
も
未
来
戦
略

５，０００　企業やＮＰＯなどが提供する子育て家庭向けサービス・特典や、子育てにやさしい
設備などの情報をホームページや携帯サイトで発信

◎子育て家庭応援事業

２４，０００　新たに委嘱する地域の訪問員が生後４カ月までの乳児のいる家庭を訪問し、育時
相談等を実施（２１年１月開始予定）

◎こんにちは赤ちゃん訪問事業

１７，０００　若年無業者や、ひきこもり状態にある青少年の就労や社会参加を支援するため、
よこはま若者サポートステーションや地域ユースプラザの運営などを展開。新規：
よこはま型若者自立塾の実施（１７００万円）

○青少年の自立支援

１，６６７，０００　障害児保育（２８９カ所→３４４カ所）、一時保育（１８６カ所→２１４カ所）、休日保育（１０カ所
→１２カ所）、病児保育（７カ所→１０カ所）

　多様な保育ニーズへの対応

１２０，０００　発達障害児を含む障害のある子どもの指導の充実のため、特別支援教室の整備
（１００校→２００校）と通級指導教室の整備（１校）、特別支援学校の改修設計（２校）

　新たな特別支援教育の推進

１，０００　「よこはまチャイルドライン」の運営費を助成し、子ども本人からの電話相談窓口
の安定運営を支援

◎ＮＰＯ法人よこはまチャイルドラインとの連
携強化い

き
い
き
自
立
戦
略

１１，０００　事業所内に小規模保育施設を設置する事業主に対し、設置にかかる経費の一部補
助をモデル実施し、仕事と子育てを両立できる職場環境整備を促進

◎小規模事業所内保育施設設置支援モデル事業

４，０００　生活保護受給に至らない生活困窮者に対し、自立に向けた相談支援をモデル実施◎地域日常生活自立支援事業

３，０００　複合的な生活困難課題を抱える「生活困難層」の実態把握をもとに調査を実施◎生活困難層の自立支援施策検討調査

４１９，０００　被虐待児などに対して家庭的な雰囲気の中できめ細かなケアを行う（新設２カ所、
改築１カ所）。里親研修や養育支援ヘルパー派遣の充実等

　児童養護施設等における家庭的支援の充実

２２，０００地域課題を解決するため、市民が主体的に行う活動の支援（モデル地区：２地区→８
地区）

駅力・地域力戦略
　身近な地域・元気づくりモデル事業

予算額概　　　要事 業 名
４５，０００　夜間対応型訪問介護１カ所、小規模多機能型居宅介護４カ所◎地域密着型サービスの推進

１，１９８，２８２　幸区内に障害者デイ・サービスセンターと老人いこいの家を合築整備◎複合福祉施設の整備

１，３８２　町内会・自治会、市民活動団体等が緩やかに連携して、地域の課題を解決する都市型コ
ミュニティづくりを推進

◎地域コミュニティ施策の推進

２３，６９９　災害時要援護者緊急対策（災害時要援護者避難支援制度を実施し、要援護者の把握を推
進する）、災害援護資金貸付事業など

○災害時における緊急対応

５２，０５０，１５９　高齢者が住みなれた地域でいつまでも安心して生活できるように、介護保険サービス及
び在宅福祉サービスの着実かつ適正な提供に努める（介護保険給付事業、ひとり暮らし等
高齢者見守り事業等）

○介護保険事業の適正な運営と在宅福祉サービ
スの充実

１２，０９１，３９６　自立支援給付等実施事業（グループホーム〈知的８９カ所→９４カ所、精神２５カ所→３３カ所〉
等）、地域活動支援センター事業、北部リハビリテーションセンター運営事業など

○障害者自立支援法への着実な対応

１０４，３１８　障害者就労支援を実施している関係機関と連携するシステムを構築し、障害者就労の場
の拡大を図る（新規）。ほか、障害者ふれあいショップの増設（４カ所→６カ所）など

○障害者の雇用・就労支援

１５，４４８，１６９　７５歳以上の高齢者を対象とした新たな医療制度の運営を行う（後期高齢者医療負担金、
後期高齢者検診事業、後期高齢者医療事業特別会計の設置）。

○後期高齢者医療制度の運営

１４，０５７，２６９　保育受入枠の拡充（単年度）５４６人。認可保育所７カ所開設、民間認定こども園整備事業、
公立保育所民営化整備事業、民間保育所の運営（１５カ所開設等）、認可外保育施設の援護等
（家庭保育福祉員の受入枠の拡大、商店街活用型保育施設の整備等）

○多様な保育の充実

５，０００　シニア世代の豊富な経験・知識・能力を地域社会の中で発揮し、地域の課題を解決する
しくみづくり

　いきいきシニアライフ促進事業

―平成２０年度川崎市健康福祉局等の主要事業予算（案）（一部抜粋）―
（単位：千円、◎は新規、○は拡充事業）
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参加と協働のページ

ゆ
っ
く
り
・
じ
っ
く
り
学
べ
ま
す

〜
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催

し
か
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、「
も
っ
と
学
び
た
い
」、

「
こ
の
よ
う
な
機
会
を
た
く
さ
ん
設
け
て

欲
し
い
」
と
い
う
要
望
や
、「
今
回
学
ん
だ

こ
と
を
早
速
地
域
の
グ
ル
ー
プ
活
動
に
活

か
す
よ
！
」
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
、
シ
ニ

ア
世
代
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
が
す
す
む
傾
向

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
社
勤
め
さ
れ
て
い
た
頃
は
、
パ
ソ
コ

ン
は
部
下
に
任
せ
て
い
て
、
実
際
に
触
る

機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
参
加

者
も
、
今
や
八
割
の
家
庭
に
パ
ソ
コ
ン
が

あ
る
時
代
。
し
か
し
シ
ニ
ア
に
と
っ
て

は
、
触
っ
て
み
た
い
け
れ
ど
壊
し
た
ら
と

い
う
不
安
や
、習
い
た
い
が
授
業
料
が
高

い
し
、周
り
に
つ
い
て
い
け
る
か
と
い
う

不
安
が
よ
ぎ
る
よ
う
で
す
。今
回
は
、比
較

的
安
価
で
、対
象
が
シ
ニ
ア
と
い
う
こ
と

で
、ゆ
っ
く
り
ペ
ー
ス
で
じ
っ
く
り
と
学

べ
た
の
で
よ
か
っ
た
、
時
間
を
有
効
に
活

用
し
て
も
っ
と
学
び
た
い
と
い
う
意
見
も

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

指
を
動
か
す
こ
と
、
新
し
い
知
識
が
増

え
る
こ
と
は
脳
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
外
へ
出
か
け
て
い
っ
て
学
ぶ
こ
と

は
、
ひ
き
こ
も
り
を
防
い
で
健
康
を
促

し
、
新
た
な
仲
間
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
少
し
で
も
多
く
の
シ
ニ

ア
の
み
な
さ
ん
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
仲

間
づ
く
り
の
応
援
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
が
参
加
し
た
く
な
る

講
習
会
を
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ニ
ア
活
動
支
援
担
当
）

っ
た
の
は
、
清
水
先
生
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト

の
先
生
の
声
か
け
で
す
。「
み
な
さ
ん
、

仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肩
の
力
を
抜
い

て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
す
よ
。
ゆ
っ
く
り
進
め

て
い
き
ま
す
か
ら
ね
。
わ
か
ら
な
い
と
き

は
遠
慮
な
く
手
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
」

　

二
日
目
に
な
る
と
、
少
し
慣
れ
て
き
た

よ
う
で
、
お
隣
同
士
で
教
え
合
っ
た
り
、

一
緒
に
お
昼
を
と
っ
た
り
と
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
質
問
も
飛

び
交
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
途
中
、
古

い
パ
ソ
コ
ン
の
せ
い
か
、
う
ま
く
動
か
な

く
な
る
予
想
外
の
状
態
に
先
生
も
緊
張
し

て
し
ま
う
場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

時
は
参
加
者
の
み
な
さ
ん
の
笑
い
が
先
生

の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

最
終
日
は
、
雪
が
降
り
冬
空
の
寒
い
な

か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
み
な
さ
ん
朝
早
く

か
ら
足
を
運
ば
れ
、
早
々
に
パ
ソ
コ
ン
を

立
ち
上
げ
て
、
自
宅
で
復
習
し
て
わ
か
ら

な
か
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
を
熱
心
に
質
問
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
初
日
に
学
ん
だ
名

刺
づ
く
り
を
完
成
さ
せ
て
持
参
し
、
参
加

者
同
士
で
名
刺
交
換
を
し
て
い
る
様
子
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

も
っ
と
学
び
た
い

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
講
習
の
ス
ピ

ー
ド
が
適
度
で
、
同
世
代
の
先
生
に
丁
寧

に
教
え
て
も
ら
え
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ

　

か
な
が
わ
シ
ニ
ア
社
会
参
加
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ち
ら
し
や
広
報
紙
な
ど
を
き

れ
い
に
つ
く
っ
て
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
増

や
し
た
い
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
た
い
な
ど
、
パ

ソ
コ
ン
を
活
用
し
て
グ
ル
ー
プ
活
動
を
活

発
に
し
た
い
と
い
う
シ
ニ
ア
の
方
を
対
象

に
、パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
世
代
の
仲
間
と
一
緒
に

　

講
習
は
、
一
日
五
時
間
の
合
計
三
日

間
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
相
模
原

市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
の
二
会
場
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
パ
ラ
ボ
ラ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
清

水
先
生
、
同
じ
く
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
古
賀

先
生
、
丹
埜
先
生
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
楽
し
み
方
の
紹

介
や
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
の
名
刺
作
り
、
エ

ク
セ
ル
を
使
っ
て
の
名
簿
作
り
や
出
納
帳

作
り
で
し
た
。

　

参
加
者
は
各
会
場
十
名
ず
つ
。
鎌
倉
会

場
は
、
う
ち
男
性
が
九
名
、
相
模
原
会
場

は
う
ち
女
性
が
七
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
雰
囲

気
の
違
う
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。
と
は

言
え
、
初
日
の
み
な
さ
ん
の
緊
張
ぶ
り
は

同
じ
で
す
。
周
り
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
く

ら
い
操
作
が
で
き
る
の
か
と
う
か
が
う
様

子
で
、
慣
れ
な
い
会
場
の
パ
ソ
コ
ン
と
に

ら
め
っ
こ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
張
り

つ
め
た
空
気
を
穏
や
か
に
か
え
て
く
だ
さ



７
第６７６号　福祉タイムズ　２００８．３．１５

優
秀
賞

　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

　
　
　

白
い
つ
え
の
人

横
浜
市
立
小
菅
ヶ
谷
小
学
校　

一
年　

伊
藤　

絵
里
奈

　

こ
の
ま
え
、
お
か
あ
さ
ん
と
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
車
で
で
か
け
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

き
ゅ
う
に
ど
う
ろ
に
女
の
人
が
あ
る
い
て
で
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
あ
ぶ
な
い

と
お
も
い
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
は
、
車
を
止
め
て
お
り
よ
う
と
し
ま
し
た
。
で
も

お
ね
え
ち
ゃ
ん
の
方
が
早
く
車
か
ら
お
り
ま
し
た
。
お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
、
女
の
人
の

と
こ
ろ
に
い
っ
て
、
手
を
つ
な
い
で
ど
う
ろ
の
は
し
に
い
き
、
な
に
か
、
は
な
し
を
し

て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
ど
う
し
た
の
か
な
あ
、
な
に
か
あ
っ
た
の
か
な
あ
と
お
も

い
ま
し
た
。

　
「
あ
の
女
の
人
、
ど
う
ろ
に
あ
る
い
て
き
て
あ
ぶ
な
か
っ
た
ね
。」
と
お
か
あ
さ
ん
に

い
い
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
は
、「
あ
ぶ
な
い
け
ど
、
白
い
つ
え
を
つ
い
て
い
た
で

し
ょ
う
。」「
白
い
つ
え
を
つ
い
た
人
を
み
た
ら
目
が
み
え
な
い
人
だ
か
ら
ま
わ
り
の
人

が
気
を
つ
け
て
た
す
け
て
あ
げ
な
く
ち
ゃ
ね
。」「
も
し
、
い
ま
み
た
い
な
こ
と
が
あ
っ

た
ら
え
り
な
も
、
お
ね
え
ち
ゃ
ま
の
よ
う
に
あ
ん
ぜ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
、
手
を
つ
な
い

で
つ
れ
て
い
っ
て
た
す
け
て
あ
げ
て
ね
。」
と
い
い
ま
し
た
。
白
い
つ
え
の
こ
と
は
、

お
か
あ
さ
ん
が
わ
た
し
と
お
ね
え
ち
ゃ
ん
に
は
な
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
白
い
つ
え

を
つ
い
て
い
る
人
を
み
た
の
は
は
じ
め
て
で
し
た
。

　

お
か
あ
さ
ん
と
、
で
ん
車
に
の
っ
て
で
か
け
た
と
き
、
ホ
ー
ム
に
き
い
ろ
い
ボ
ツ
ボ

ツ
し
た
タ
イ
ル
は
て
ん
じ
ブ
ロ
ッ
ク
と
お
し
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ほ
こ
う
し
ゃ
し

ん
ご
う
の
お
ん
が
く
が
な
が
れ
る
の
も
き
っ
ぷ
を
か
う
と
き
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ

タ
ン
の
そ
ば
に
ボ
ツ
ボ
ツ
し
た
ゆ
び
で
じ
を
よ
む
て
ん
じ
が
あ
る
の
を
し
り
ま
し
た
。

　

え
き
の
ま
え
の
て
ん
じ
ブ
ロ
ッ
ク
の
う
え
に
バ
イ
ク
や
じ
て
ん
し
ゃ
が
お
い
て
あ

る
の
を
み
ま
し
た
。
目
の
み
え
な
い
人
の
た
め
な
の
に
て
ん
じ
ブ
ロ
ッ
ク
の
う
え
に

お
い
た
ら
い
け
な
い
と
お
も
い
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
バ
イ
ク
や
じ
て
ん
し
ゃ
お
き
ば

に
お
か
な
い
と
い
け
な
い
と
お
も
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
な
か
よ
く
た
の
し
く
く
ら
せ
る
よ
う
に
き
ま
り
を
ま
も
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
と
お
も
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
白
い
つ
え
を
つ
い
て
こ
ま
っ
て
い
た
り
ど
う

ろ
に
で
て
き
て
し
ま
っ
た
人
を
見
た
ら
た
す
け
よ
う
と
お
も
い
ま
し
た
。　
　
　
　

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

去
る
一
月
二
十
六
日
に
横
浜
市
情
報
文

化
セ
ン
タ
ー
情
報
文
化
ホ
ー
ル
で
「
第
三

十
一
回
神
奈
川
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」（
主
催：

県
社
会
福
祉
協
議
会
、
県
共

同
募
金
会
、
後
援：

神
奈
川
県
、
県
お
よ

び
市
町
村
教
育
委
員
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放

送
局
、
神
奈
川
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
神
奈
川
、

日
揮
社
会
福
祉
財
団
）
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
今
年

は
四
百
二
十
九
校
か
ら
九
千
六
百
七
十
二

篇
の
応
募
が
あ
り
、地
区
審
査
を
経
て
、県

審
査
会
に
よ
る
最
終
審
査
で
、
優
秀
賞
十

六
篇
、
準
優
秀
賞
二
十
篇
、
佳
作
二
十
篇
、

合
計
五
十
六
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
と
も
し
び
運
動
三
十
年
を

契
機
と
し
て
更
な
る
運
動
の
活
性
化
を
目

指
し
「
と
も
し
び
運
動
新
行
動
指
針
」
を

作
成
し
ま
し
た
が
「
暮
ら
し
の
中
で
気
づ

き
、
関
心
を
も
つ
」「
気
づ
い
た
こ
と
に
つ

い
て
学
び
、
理
解
を
深
め
る
」
と
い
う
新

行
動
指
針
の
内
容
を
具
体
化
し
た
よ
う

な
、
自
ら
の
生
活
体
験
に
基
づ
い
た
作
品

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
紙
で
は
、
優
秀
賞
の
中
か
ら
、
小
学

一
年
生
の
伊
藤
絵
里
奈
さ
ん
の
作
文
を
紹

介
し
ま
す
。（

と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

表彰式では受賞者に温かい拍手が
おくられました

ともしびポスター・絵本の作品も
展示されました

暮
ら
し
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と
を
伝
え
あ
っ
て

〜
第
三
十
一
回
を
迎
え
た
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催
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でか
けてみませんかでか
けてみませんか

東横線沿線で桜を愛でる
～元住吉・大倉山～

　４月と言えば新しいことが始まる季節です。そして様々な
花が一斉に咲き始める季節でもあります。チューリップ・ツ
ツジ・シャクナゲ・・・たくさんあれど、なんといっても桜
ですよね！
　今回ご紹介する東急東横線は、駅ごとに変わる表情が魅力
の沿線です。さあ、春のぽかぽかした陽気のなか、東横線に
乗って、とっておきの桜を探す旅にでかけましょう。

　通称ＫＩＬＣ（キルク）。１９９７年４月設立。障害者の自立生活を目
指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）や各種情報提供、
障害者施策の研究・提言など障害当事者の目線で共生社会の実現を目
指した活動を展開。現在、以下の３ヶ所を拠点に活動中。
＜厚木事務所／法人本部＞　厚木市愛甲９５３－２
�：０４６－２４７－７５０３　FAX：０４６－２４７－７５０８
＜平塚事務所／デイサービスセンター・キルク＞　平塚市桃浜町２－３６
�：０４６３－３５－２７１０　FAX：０４６３－３５－２７８６
＜足柄事務所／あしがら自立生活センター＞　南足柄市関本６０９－１
�：０４６５－７１－０５０１　FAX：０４６５－７１－０５０２
法人ＨＰ（ＵＲＬ）　http://www.kilc.org  E-mail info@kilc.org

NPO法人　神奈川県障害者自立生活支援センター

庶
民
的
な
商
店
街
と
住
吉
ざ
く
ら

　

東
急
東
横
線
の
元
住
吉
駅
は
、
改
札
正

面
に
小
さ
な
緑
の
オ
ア
シ
ス
の
あ
る
モ
ダ

ン
な
駅
舎
で
す
。
駅
西
口
エ
レ
ベ
ー
タ
を

降
り
る
と
線
路
を
挟
ん
で
左
右
に
商
店
街

が
伸
び
て
い
ま
す
。

　

時
間
帯
に
よ
っ
て
歩
行
者
天
国
に
な
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
安
心
し
て
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
美
味
し
そ
う
な

和
菓
子
屋
さ
ん
や
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、
思
わ
ず
立
ち
止
ま
り
た
く
な
る
よ
う

な
お
店
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
て
、
モ
ト
ス
ミ
・
オ
ズ
通
り
を
し
ば

ら
く
歩
く
と
綱
島
街
道
の
向
こ
う
に
住
吉

ざ
く
ら
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
桜
は
、

平
成
八
年
に
は
「
神
奈
川
の
花
の
名
所
百

選
」
に
選
ば
れ
て
お
り
、
川
幅
が
十
メ
ー

ト
ル
程
の
渋
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
沿
っ
て
、

樹
齢
五
十
年
に
な
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
約

二
キ
ロ
に
渡
っ
て
続
い
て
い
ま
す
。

　

水
面
に
写
る
桜
の
枝
が
春
風
に
そ
よ
ぐ

風
情
は
ま
さ
に
情
緒
た
っ
ぷ
り
、
五
百
本

の
桜
並
木
は
辺
り
が
暗
く
な
る
と
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

　

四
月
の
桜
の
時
季
に
は
近
く
の
中
原
平

和
公
園
で
、
毎
年
第
一
土
曜
日
あ
る
い
は

日
曜
日
に
「
桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

音
楽
パ
レ
ー
ド
な
ど
楽
し
い
催
し
物
が
行

わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
園
内
も
桜
が

満
開
で
す
！

　

渋
川
沿
い
を
散
策
し
た
あ
と
は
、
お
弁

当
を
買
っ
て
公
園
で
お
花
見
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
桜
づ
く
し
の
時
間
を
満
喫
で

き
る
で
し
ょ
う
。

豊
か
な
自
然
が
残
る
大
倉
山
公
園

　

今
度
は
、
同
じ
く
東
急
東
横
線
の
大
倉

山
駅
を
下
車
し
て
散
策
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

駅
を
降
り
て
線
路
沿
い
に
あ
る
記
念
坂

を
登
っ
て
い
く
と
、
美
し
い
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
丘
の
上
ま
で
は

急
な
傾
斜
で
車
輌
も
通
行
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
障
害
の
あ
る
方
は
駅
前
か
ら
タ

ク
シ
ー
を
使
う
と
便
利
で
す
。

　

こ
の
大
倉
山
公
園
は
梅
林
で
有
名
で
す

が
、
地
元
で
は
桜
の
景
勝
地
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
鉢
の
よ
う
な
形
の
窪
地

に
広
が
る
梅
林
の
季
節
が
終
わ
り
を
告
げ

る
と
、
高
台
に
あ
る
桜
が
見
事
に
咲
き
誇

り
ま
す
。

　

園
内
に
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
遊
歩
道
が

整
備
さ
れ
て
い
て
、
十
五
分
程
で
一
周
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
桜
の
木
の
近
く
に

は
あ
ず
ま
屋
の
休
憩
所
が
あ
り
、
よ
く
晴

れ
た
日
に
は
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
子
ど
も
連
れ
な
ら
、
公
園
に
隣
接

し
た
砂
場
の
あ
る
大
曽
根
第
三
公
園
の
桜

活気あふれる地元の商店街。左右をキョロ
キョロしながら歩いてみよう

２キロ続く桜並木。渋川にはカルガモが住
んでいてカルガモの里とも言われています
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＝インフォメーション＝＝インフォメーション＝
＜東急東横線＞
元住吉駅・大倉山駅ともに、エレベーター
・多目的トイレ有り

○住吉ざくら
アクセス：元住吉駅東口より徒歩５分
駐車場：なし
＜問合せ先＞
住吉観光協会事務局（中原区役所地域振興
課）
�０４４－７４４－３１５９
中原平和公園（環境局中部公園事務所）
�０４４－７２２－２１９１

○大倉山公園
アクセス：大倉山駅より徒歩１０分　
駐車場：なし
＜問合せ先＞
港北観光協会事務局（港北区役所地域振興
課）
�０４５－５４０－２２３４
大倉山公園（横浜市北部公園緑地事務所）
�０４５－３１１－２０１６

も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

公
園
の
入
り
口
に
は
、
昭
和
初
期
に
建

て
ら
れ
た
西
洋
建
築
で
横
浜
市
の
有
形
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
「
大
倉
山
記

念
館
」
が
あ
り
ま
す
。
ギ
リ
シ
ャ
風
の
白

亜
の
建
物
は
と
て
も
景
観
が
良
い
も
の
で

す
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
大
倉
山
公
園
は
、
梅

や
桜
の
咲
く
春
は
も
ち
ろ
ん
オ
ス
ス
メ
で

す
が
、
夏
や
秋
な
ど
他
の
時
節
で
も
、
そ

の
季
節
折
々
の
自
然
や
景
色
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
い
つ
訪
れ
て
も
心
地
よ

い
散
策
の
で
き
る
、
通
年
楽
し
め
る
ス
ポ

ッ
ト
な
の
で
す
。

大倉山公園の桜は例年、他より少し早く３
月下旬より咲き始めます

公園入口に佇む大倉山記念館
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今
後
も
、
各
地
の
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ

を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

あ
た
た
か
い
雰
囲
気
の
お
店
ば
か
り
で

す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ

今
年
度
の
紹
介
リ
ス
ト

特徴など住　　所ショップ名称掲載月

自慢のカレーライスは毎日食べ
に来る方もいるほどの一品

横浜市中区日本大通１
県庁新庁舎１階

ともしびショップ
県庁店４月号

ウェイトレスの３人娘が笑顔で
お迎えします

逗子市逗子５－２－１６
逗子市役所１階

ともしびショップ
青い鳥５月号

園内散策の際にひと休憩してい
きませんか

横浜市緑区寺山町２９１
県立四季の森公園

県立四季の森公園
ともしびショップ６月号

麺つゆのダシやカレーのルーは
こだわりの味

小田原市中里２７３－６
川東タウンセンターマロニエ

ともしびショップ
喫茶・軽食　友７月号

毎週木曜日はコーヒーにクッキ
ーがつくサービスデイ

藤沢市鵠沼海岸６－１７－７
藤沢市老人福祉センター１階

アズ・ア・バード
なぎさ店８月号

カレー・定食を低価格で提供。大
きな窓からは富士山が見えます

足柄上郡大井町金子１９６４－１
大井町保健福祉センター１階

ともしびショップ
ゆう９月号

県内の作業所の製品販売。ちょ
っとした贈り物にどうぞ

横浜市神奈川区鶴屋町２－２４－２
県民センター１階

ともしびグッズコ
ーナー１０月号

喫茶・軽食のほか、地元の農産物
やお菓子も販売

足柄上郡山北町山北１９７１－２
山北町健康福祉センター１階

ともしびショップ
さくら１１月号

１階で作業所の製品販売、２階
で食事の提供をしています

伊勢原市池端１８１
難病支援センター内

ともしびショップ
きうい１２月号

横浜駅西口徒歩５分。りんごパ
イセットもおすすめです

横浜市神奈川区鶴屋町２－２４－２
県民センター１階

県民センターとも
しびショップ１月号

パスタ・カレーが人気。ホームペ
ージでは新製品のお知らせも

海老名市勝瀬１７５－１
海老名市役所１階

ともしびショップ
ぱれっと２月号
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連連載載

神
奈
川
の
福
祉
は
今

神
奈
川
の
福
祉
は
今－－

地
域
を
み
つ
め
る

地
域
を
み
つ
め
る－－

【
最
終
回
】

　
【
最
終
回
】

寄
稿

神
奈
川
の
地
域
福
祉
活
動
に
期
待
す
る
も
の 

〜
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
大
切
に 

河　

幹
夫　
 

（
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
教
授
）

人
と
人
が
向
か
い
合
う
と
は

　

私
は
学
生
時
代
の
障
害
者
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
お
け
る
出
会
い
以

来
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
出
会
い
の
中

で
支
え
ら
れ
、
障
害
基
礎
年
金
の
創
設
、

社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
、
障
害
者
の
自

立
支
援
政
策
の
展
開
な
ど
、
福
祉
の
普
遍

化
・
普
通
化
の
一
端
に
携
わ
っ
て
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
昨
年
九
月
か
ら
働
か
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
の

「
建
学
の
精
神
」
は
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー

ビ
ス
論
」
の
構
築
と
「
実
践
を
担
う
若
人
」

を
神
奈
川
県
内
外
に
送
り
だ
す
こ
と
で

す
。
こ
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
と

は
「
人
と
人
が
向
か
い
合
っ
て
行
う
サ
ー

ビ
ス
」
で
あ
り
、
協
働
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
福
祉

に
し
て
も
保
健
に
し
て
も
医
療
に
し
て

も
、
人
と
人
と
の
出
会
い
が
な
い
限
り
行

い
得
ま
せ
ん
。
私
は
、「
官
」
で
あ
れ
、

「
民
」
で
あ
れ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス

は
「
人
が
担
う
」
と
こ
ろ
に
特
色
と
長
所

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
ど
う
し
て
も
「
お
金
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
人
の

「
生
活
」
や
「
人
生
」
に
関
わ
る
以
上
、

「
お
金
」
に
関
わ
る
制
度
を
き
ち
ん
と
す

る
と
と
も
に
、「
人
間
」
に
か
か
わ
る
こ
と

も
大
切
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
こ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー

ビ
ス
は
、
広
い
意
味
で
の
地
域
福
祉
と
ほ

と
ん
ど
重
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
狭
い

意
味
で
の
「
地
域
福
祉
」
は
「
施
設
福
祉
」

と
区
分
す
る
概
念
で
あ
り
、
措
置
制
度
の

外
の
福
祉
シ
ス
テ
ム
と
理
解
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
は
「
地
域
福
祉
」
の
概
念

を
広
く
考
え
る
べ
き
時
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

人
は
地
域
で
出
会
う

　

私
は
「
福
祉
と
保
健
と
医
療
」
と
い
う

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
、
施
設
や
病
院

と
い
う
建
物
の
中
で
の
出
会
い
も
含
め
地

域
社
会
の
中
で
「
人
間
」
に
出
会
う
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
二

十
世
紀
の
最
後
の
年
に
「
社
会
福
祉
事
業

法
」
を
改
正
し
、「
地
域
福
祉
」
を
真
ん

中
に
お
い
た
「
社
会
福
祉
法
」
を
制
定
し

た
の
で
し
た
。

　

今
回
、
連
載
記
事
を
読
ん
で
、
神
奈
川

の
地
で
は
、
積
極
的
な
人
と
の
出
会
い

と
、
心
を
こ
め
た
協
働
の
取
り
組
み
が
い

く
つ
も
見
受
け
ら
れ
、
大
変
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

と
も
し
び
運
動
の
理
念

　

私
は
、
予
定
表
や
講
義
メ
モ
と
一
緒

に
、
阿
部
志
郎
先
生
の
講
演
録
「
た
だ
一

燈
を
頼
め
―
と
も
し
び
運
動
の
今
ま
で
と

こ
れ
か
ら
―
」（
と
も
し
び
運
動
三
十
周
年

記
念
、
共
同
募
金
運
動
六
十
周
年
記
念
第

五
十
五
回
神
奈
川
県
社
会
福
祉
大
会
記
念

　

本
県
の
地
域
福
祉
活
動
は
、
福
祉
関
係
者
と
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
築

か
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
五
月
号
か
ら
の
連
載
で
は
、
県
内
各
地
の
実
践

に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
神
奈
川
に
お
い
て
大
切

に
し
て
き
た
理
念
や
取
り
組
み
の
経
過
が
反
映
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
と
も

い
え
ま
す
。
今
回
、
連
載
の
終
わ
り
と
し
て
、
長
年
、
厚
生
労
働
省
に
お

い
て
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に
取
り
組
ま
れ
、
行
政
施
策
の
枠
組
み
を

つ
く
り
あ
げ
て
き
た
河
幹
夫
さ
ん
に
、
歴
史
的
な
政
策
の
流
れ
と
地
域
福

祉
の
視
点
で
、
こ
れ
ま
で
の
連
載
記
事
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
を
寄
稿
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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講
演　

平
成
十
九
年
本
会
発
行
）
を
フ
ァ

イ
ル
に
入
れ
て
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
。

　
「
と
も
し
び
運
動
」
は
、
神
奈
川
県
の
福

祉
に
携
わ
る
方
々
が
掲
げ
続
け
ら
れ
た
松

明
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
松
明
は
社
会
の

様
々
な
風
の
中
で
、
も
し
か
し
た
ら
揺
れ

動
き
、
か
細
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
、
こ
の
松

明
は
「
社
会
福
祉
法
」
の
真
ん
中
に
置
か

れ
て
い
る
の
で
す
。
県
民
の
方
を
は
じ

め
、
か
な
が
わ
の
福
祉
を
守
り
育
て
て
こ

ら
れ
た
皆
さ
ん
は
こ
の
こ
と
を
大
い
に
誇

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
苦
労
さ
れ
た
先

人
の
方
々
の
た
め
に
も
誇
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

　

阿
部
先
生
の
講
演
の
締
め
く
く
り
の
言

葉
、「
一
燈
を
自
分
か
ら
掲
げ
る
勇
気
を

持
ち
、
そ
れ
を
隣
に
渡
し
、
広
げ
て
い
く

こ
と
に
確
信
を
持
と
う
で
あ
り
ま
せ
ん

か
」
と
い
う
言
葉
に
、
神
奈
川
県
民
の
誇

り
を
感
じ
ま
す
。
連
載
記
事
を
読
ん
で
、

制
度
、
施
策
、
仕
組
み
、
シ
ス
テ
ム
だ
け

で
は
築
け
な
い
地
域
福
祉
を
一
般
市
民
、

福
祉
関
係
者
が
主
体
的
に
築
い
て
い
る
姿

に
、
私
は
と
も
し
び
運
動
が
築
い
て
き
た

松
明
の
伝
統
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
私

自
身
も
今
後
一
燈
を
一
緒
に
な
っ
て
掲
げ

て
い
き
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。
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　労働基準法は「生後満１年に達しな
い生児を育てる女性は、休憩時間のほ
か、１日２回各々少なくとも３０分、そ
の生児を育てるための時間を請求する
ことができる。」という育児時間を定め
ています。この規定を男性にも認めて
欲しいと、１９８０年に「男も女も育児時
間を！連絡会」は発足しました。せっ
かく子どもを授かったなら、多くの男
性に育児を通して、家事をわかちあう
大切さや、仕事と生活のバランスを考
えてほしいと思うからです。
　会の活動としては、１９９２年に育児休
業法が施行された際に、休業中の所得
保障がないためこれでは取得者が増え
ないということを指摘したり（現在は、
雇用保険により給与の５０％が支給）、
メーデーでは男性にも育児時間を認め
て欲しいというビラを配ったりしてい
ます。また、私自身が座間市内の化学
会社に勤務していた時に、１日９０分の
育児時間を３年間認めてもらっていた
ことがありました。その時の体験を伊
勢原市子育て支援課が開催している
「パパのための両親教室」で話したり、
地元の市立高校の先生の企画で家庭科
や社会科の授業をさせてもらい、若者
たちと意見交換をしたりしています。
　しかし、まだまだ力不足で、労働基
準法の育児時間の規定は、まだ女性の
みです。男性にも育児時間を認めても
らえるように今後もがんばっ
ていきます。

◇育時連の活動に参加しませんか？◇
　例会は、２ヶ月に一度、東京ウィメ
ンズプラザで開催。次回は４月２７日で
す。お問合せはhttp://www.eqg.orgま
で

ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク185
男性にも
育児時間を！

男も女も育児時間を！
連絡会　事務局

松田　正樹

河　幹夫（かわ・みきお）氏プロフィール

１９５１年生まれ。東京大学法学部卒業後、’ ７５年３月厚生省に

入省。その後、石川県庁にて企画開発部企画課長、厚生部

民生課長を経て’９０年６月大臣官房総務課広報室長に就任。

同政策課調査室長、老人保健福祉局老人福祉振興課長、児

童家庭局育成環境課長、社会・援護局施設人材課長、同局

企画課長、厚生労働省参事官（社会保障担当）、内閣府大臣

官房審議官を歴任。’ ０７年９月から神奈川県立保健福祉大学

教授に就任。
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◆
本
連
載
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感

想
は
、k

ik
ak
u
@
k
n
sy
k
.jp

ま
で
お

寄
せ
下
さ
い
。
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ひろば�ひろば�

県社協�
の�

読
み
聞
か
せ
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い 

〜
子
育
て
支
援
講
座
開
催

　

核
家
族
化
・
少
子
化
が
進
む
中
、
地
域

で
孤
立
し
、
子
育
て
に
悩
み
や
不
安
を
抱

え
る
親
が
増
え
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
は
、
身
近
な
地
域
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
会
で
は
、
去
る
二
月
十
日
に
県
社
会
福

祉
会
館
に
て
、
子
ど
も
の
豊
か
な
感
性
を

育
む
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
子
育

て
支
援
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
招
い
た
直
木
賞
作
家
の
志
茂
田

景
樹
氏
は
、
読
み
聞
か
せ
の
よ
さ
を
子
ど

も
だ
け
で
は
な
く
大
人
に
も
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
の
思
い
か
ら
「
よ
い
子
に
読
み

聞
か
せ
隊
」
を
結
成
し
、
現
在
、
全
国
的

な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
読
み
聞
か
せ
と
楽
し
い
子
育

て
〜
豊
か
な
心
を
育
て
る
」
と
題
し
た
講

演
会
を
行
い
、
読
み
聞
か
せ
を
始
め
ら
れ

た
き
っ
か
け
や
、
絵
本
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
な
ど
を
、
ご
自
身
の
体
験
か
ら

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
志
茂
田
氏
作

に
よ
る
絵
本
『
ぞ
う
の
こ
ど
も
が
み
た
ゆ

め
』（
写
真
）
の
語
り
で
は
、
そ
の
迫
力

に
圧
倒
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ア
フ
リ
カ
象

の
母
と
子
の
深
い
愛
情
を
描
い
た
物
語
の

世
界
に
参
加
者
は
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
想
像
力
や
感
性
は
と
て
も
豊

か
で
す
。「
子
ど
も
の
描
い
た
イ
メ
ー
ジ

を
否
定
せ
ず
認
め
る
こ
と
。
読
み
聞
か
せ

は
大
き
な
広
が
り
を
持
つ
世
界
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
を
育
て
て
い
く
も
の
で

あ
る
か
ら
素
晴
ら
し
い
」
と
の
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
は
自
分
に
無
理
の
な
い
方

法
で
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
そ
う
で

す
。
子
ど
も
に
限
ら
ず
、
大
人
同
士
で
も

楽
し
め
ま
す
。
皆
さ
ん
も
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
読
み
聞
か
せ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

製
し
ま
し
た
。　

　

社
協
へ
の
理
解
に
少
し
で
も
繋
が
れ
ば

と
の
思
い
か
ら
、
県
内
三
社
協
の
実
践
を

一
枚
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
〜

横
須
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

病
院
看
護
師
が

社
協
へ
相
談
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
外
来
患

者
・
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
繋

が
っ
た
事
例
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

社
協
職
員
が
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

え
、
ま
た
病
院
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
も
寄
与
し
た
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
患
者
、
病
院
と
の
良
好
な
関
係
が
築

か
れ
た
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

〜
小
地
域
福
祉
活
動
へ
の
取
り
組
み
〜

相
模
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

児
童
養
護
施
設
に
お
い
て
、
入
所
児
童
や

近
隣
に
住
む
親
子
、

保
育
園
児
な
ど
が

参
加
す
る
子
育
て

サ
ロ
ン
の
様
子
と

社
協
職
員
の
動
き

を
追
い
ま
し
た
。

�「家庭で行う読み聞かせが
一番」と、参加者のそばに歩
み寄り体験を伝える志茂田氏

�絵本を開くと、文章
とともに色あざやかな
挿絵も楽しめます

社
協
っ
て
ど
ん
な
活
動
を
す
る
と
こ
ろ
？ 

〜
社
協
活
動
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
み
ん
な
の
笑

顔
を
つ
く
り
た
い
」
を
作
成
！

　
「
社
協
の
業
務
は
見
え
に
く
く
、
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
分
か
り
づ

ら
い
」
と
い
う
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
声
を
受
け
、
こ
の
度
、
本
会

で
は
、
住
民
や
関
係
機
関
・
団
体
を
主
な

対
象
と
し
た
社
協
活
動
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作

外来患者を助けるボラ
ンティア

子育てサロンでくつろぐ
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サ
ロ
ン
活
動
を
支
援
す
る
地
区
社
協
活

動
推
進
員
の
思
い
や
子
育
て
中
の
母
親
の

声
な
ど
も
織
り
交
ぜ
て
、
住
民
に
よ
る
支

え
合
い
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
こ
れ
ら
小
地
域
福
祉
活
動
の
推

進
に
取
り
組
む
市
社
協
職
員
の
熱
い
思
い

な
ど
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。

〜
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
〜

　

真
鶴
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

高
齢
化
率
が
高
く
、坂
道
の
多
い
地
域
事

情
な
ど
か
ら
、
社
協
が
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
力
を

注
ぐ
様
子
に
焦
点

を
当
て
て
い
ま

す
。
ミ
ニ
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
場
面
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
な
が
ら
、体
操
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
お
年
寄
り
が
交
流

を
図
り
、ま
た
美
味
し
く
食
事
を
す
る
様
子

を
カ
メ
ラ
は
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　
「
住
民
一
人
ひ
と
り
の
声
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
」
と
い
う

社
協
・
常
務
理
事
の
言
葉
が
印
象
的
で
す
。

◇
当
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、

市
町
村
社
協
支
援
担
当
ま
で

【
�　

－

　

－

1
4
2
5
】

045

311

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価
の 

結
果
を
公
表
し
ま
し
た
！

　

本
会
で
は
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外

部
評
価
事
業
と
し
て
、
本
年
度
は
、
約
五

十
事
業
所
の
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
そ
の
う
ち
昨
年
十
一
月
か

ら
十
二
月
に
か
け
て
訪
問
調
査
を
実
施
し

た
十
一
事
業
所
の
評
価
結
果
が
確
定
し
ま

し
た
（
表
）。
評
価
結
果
は
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（w

w
w
.knsyk.jp

）
や
、
Ｗ
Ａ
Ｍ

―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
（w

w
w
.w
am
.go.jp

）
等
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、平
成
二
十
年
度
の
受
審
事
業
所
の

募
集
は
、
追
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
担
当
）

所在地事業所名Ｎｏ
西区小規模多機能型居宅介護事業所　けやき１
旭区グループホーム遊宴西川島２
金沢区グループホーム　クロスハート金沢・横浜３
青葉区グループホーム　プラチナ・ヴィラ鴨志田４
横須賀市グループホーム　みうら富士５
横須賀市スマイル住まいる走水６
鎌倉市グループホーム　華花７

茅ケ崎市
社会福祉法人　麗寿会　ふれあいの家
みのり

８

逗子市ＮＰＯ法人　グループホーム花梨９
相模原市グループホーム　オカリナ１０

寒川町
社会福祉法人　麗寿会　ふれあいの家
こすもす

１１

※Ｎｏ．１の事業所は、小規模多機能型居宅介護です。
その他は、認知症高齢者グループホームです。

平成１９年度　地域密着型サービス外部評価　受審事業所一覧
（１１～１２月訪問調査実施分）

デイサービス送迎の様子
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�

★
も
う
ひ
と
つ

の
故
郷
〜
美
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

（
阿
部
志
郎
著
、
燦
葉
（
さ
ん
よ
う
）

出
版
社
）

　

様
々
な
雑
誌
・
新
聞
等
に
発
表
し

た
文
章
の
中
か
ら
自
選
し
た
県
立
保

健
福
祉
大
学
名
誉
学
長
で
あ
る
著
者

に
よ
る
短
編
集
。人
と
人
と
の
か
か

わ
り
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
き
た

著
者
の
地
域
福
祉
の
理
念
が
全
編
に

わ
た
っ
て
語
ら
れ
て
い
ま
す
。手
頃

な
読
み
や
す
さ
も
あ
り
、す
べ
て
の

福
祉
関
係
者
必
読
の
書
。

★
発
達
障
害
の
子
ど
も
の
「
ユ
ニ
ー
ク

さ
」
を
伸
ば
す
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
中
邑

賢
龍
著
、
中
央
法
規
）

★
自
閉
症
児
の
た
め
の
視
覚
支
援
で
始

ま
る
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
滋
賀
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ぶ
き
監
修
・
滋
賀
自
閉
症
研
究
会
た
ん

ぽ
ぽ
編
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
研
究
所
）

★
本
人
・
家
族
が
望
む
認
知
症
の
看
護

〜
ぼ
け
て
も
心
は
生
き
て
い
る
（
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
編
、
日
本
看
護
協

会
出
版
会
）

★
困
っ
た
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
術　
30

事
例
（
石
郡
英
一
著
、
日
総
研
）

★
福
祉
施
設
改
革
に
い
か
す
苦
情
解
決

と
評
価
シ
ス
テ
ム
（
中
井
健
一
編
著
、

明
石
書
店
）

★
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
実
務
の
基
本

（
田
中
典
子
著
、
日
総
研
）

★
福
祉
国
家
デ
ン
マ
ー
ク
の
ま
ち
づ
く

り
〜
共
同
市
民
の
生
活
空
間
（
小
池
直

人
・
西
英
子
著
、
か
も
が
わ
出
版
）

★
精
神
保
健
福
祉
白
書
２
０
０
８
年
度

版
〜
多
様
化
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と

２
年
目
を
迎
え
る
障
害
者
自
立
支
援
法

〜
（
精
神
保
健
福
祉
白
書
編
集
委
員
会

編
、
中
央
法
規
）

★
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
紀
要　

第　

号
（
横
浜
市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

17
ン
事
業
団
）

図　
　
　
　

書
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私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

資　
　
　
　

料

�

★
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
へ
の
サ
ポ
ー
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

街
の
中
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト
を
頼
ま

れ
た
と
き
、
適
切
な
対
応
や
配
慮
が

で
き
る
よ
う
、
介
助
の
基
本
的
な
知

識
と
技
術
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
食
の
福
祉
的
支
援
に
関
す
る
調
査
研

究
報
告
書　

食
の
福
祉
的
支
援
〜
在
宅

高
齢
者
や
障
害
者
の
く
ら
し
を
支
え
る

た
め
に
（
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
）

★
女
性
相
談
所
業
務
概
要　

平
成　

年
18

度
実
績
（
神
奈
川
県
立
女
性
相
談
所
）

★
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
及
び
精

神
障
害
者
就
業
実
態
調
査
の
調
査
結
果

に
つ
い
て
（
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局

高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
）

「福祉情報資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.knsyk.jp/tosyo/

～「新着情報コーナー」をぜひご利用ください ! ～

＜今年度の紹介図書一覧＞

　本年度、県内で活躍する関係者の方々
からご推薦いただきました「おすすめ図
書」の一覧をご紹介いたします。

ひとこと紹介著　者書　名

自らの病状を語
った一冊です

クリスティー
ン・ボーデン

私は誰になっ
ていくの？
～アルツハイ
マー病者から
見た世界～

定年退職者のイ
ンタビューを集
約しています

加藤　　仁
定年後～豊か
に生きるため
の知恵

「人の心とは何
か」を心理療法
の現場から答え
ています

河合　隼雄人の心はどこ
までわかるか

「いのち」につ
いて子どもたち
に書いた本です

レオ・バスカ
ーリア
みらいなな訳

葉っぱのフレ
ディ～いのち
の旅～

高１の息子を無
残に殺された家
族の後遺症を描
いたノンフィク
ションです

奥野　修司心にナイフを
しのばせて

力強い生き方が
詩とエッセイで
綴られています

鈴木　信夫
生命いっぱい
～筋ジスと向
き合って３６年

民間療法をはじ
めとする補完代
替医療とどのよ
うに向き合い利
用したらよいか
を解説していま
す

住吉　義光
大野　　智

「がんに効く」
民間療法の
ホント・ウソ

あっという間の
簡単料理を紹介
しています

佐賀県
老人クラブ
連合会

高齢者のため
のがばいやさ
しか手料理

障害者本人の生
活上での工夫や
知恵をまとめて
います

臼田喜久江
藤原　　茂

なんでもでき
る片まひの生
活－くらしが
変わる知恵袋

高齢の父母の介
護をする息子夫
婦の苦悩をリア
ルに描いていま
す

佐江　衆一黄落
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一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

谷　口　嘉　弘�代表取締役社長�

役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
２
月　

日（
水
）　

①
正

１３

会
員
の
入
会
申
し
込
み
、
②
理
事
の

推
薦
、
③
監
事
の
推
薦
、
④
評
議
員

の
選
任
、
⑤
各
種
委
員
会
委
員
の
選

任
、
⑥
県
社
協
職
員
給
与
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程
（
案
）、
⑦
平
成

　

年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計

１９補
正
予
算
（
案
）

◇
新
会
員
紹
介

【
経
営
者
部
会
】（
福
）
ビ
ー
ハ
ッ
ピ

ー
、（
福
）
祥
風
会

【
施
設
部
会
】
み
の
り
の
家
、
芳
徳

の
郷
ほ
な
み
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
か
わ
し
ま
ホ
ー
ム

新
し
い
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

並
び
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
本
会

２０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
と
組
織
・

個
人
ア
ド
レ
ス
が
変
わ
り
ま
す
。ブ
ッ

ク
マ
ー
ク
等
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お

手
数
で
す
が
変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w
w
.knsyk.jp

○
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

「（
こ
れ
ま
で
の
も
の
）@knsyk.jp

」

　

各
部
所
の
詳
し
い
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
平
成　

年
４
月
１

２０

日
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

障
害
者
権
利
条
約
・
わ
か
り
や
す
い
条

約
学
習
会
の
開
催

　

国
連
が
採
択
し
た
障
害
者
権
利
条

約
の
わ
か
り
や
す
い
条
約
づ
く
り
の

た
め
、
知
的
障
害
の
あ
る
人
や
関
係

ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
▽
腰
越
海
水
浴
場
組

合
▽
コ
カ
・
コ
ー
ラ
セ
ン
ト
ラ
ル

ジ
ャ
パ
ン
㈱
▽
ポ
ー
ラ
美
術
館
▽
神

奈
川
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合
▽
城

南
建
設
グ
ル
ー
プ
▽
横
浜
西
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
横
浜
戸
塚
西
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
藤
澤
電
気
㈱
▽
ジ
ョ

ン
ソ
ン
㈱
▽
㈱
京
急
油
壺
マ
リ
ン
パ

ー
ク
▽
オ
リ
ッ
ク
ス
㈱
▽
イ
オ
ン
１

％
ク
ラ
ブ
▽
㈱
武
富
士

（
い
ず
れ
も
順
不
同
、
敬
称
略
）

　

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
託
金
】
▽
日
本
農
産
工
業

㈱
▽
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱
▽

広
瀬
公
子
▽
脇
隆
志
【
交
通
遺
児
援

護
基
金
】
▽
社
団
法
人
神
奈
川
県
自

動
車
会
議
所
【
と
も
し
び
基
金
】
▽

新
鮮
組
北
山
田
店
▽（
福
）進
和
学
園

し
ん
わ
本
人
自
治
会
連
合
会
▽
と
も

し
び
シ
ョ
ッ
プ
保
健
福
祉
大
学
▽
日

本
農
産
工
業
㈱
▽
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
根
岸
橋

店
▽
遠
藤
寂
香

　
（
計　

四
、
一
五
二
、
七
六
一
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
神
奈
川
県
定
年
問

題
研
究
会
▽
財
団
法
人
大
妻
コ
タ
カ

記
念
会
神
奈
川
支
部
▽
と
も
し
び
製

品
展
示
コ
ー
ナ
ー
Ｏ
Ｂ
会
▽
久
保
田

君
江
▽
武
枝
孝
子

（
敬
称
略
）

者
と
と
も
に
考
え
る
学
習
会
を
開

催
。
参
加
費
無
料
。

◇
日
時
＝
平
成　

年
３
月　

日（
土
）

２０

２２

午
後

◇
場
所
＝
弘
済
会
館
（
東
京
都
千
代

田
区
麹
町
５－

１
）

◇
対
象
者
＝
障
害
の
あ
る
人
と
そ
の

家
族
、
支
援
者

◇
問
合
先
＝
全
日
本
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
�　

－

３
４
３
１－

０
６
６
８

０３

本
会
へ
の
応
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す

【
賛
助
会
員
】　

本
会
事
業
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
ご
入
会
い
た
だ
き
ま
し

た
企
業
・
団
体
等

▽
㈱
あ
ん
ざ
い
▽
愛
知
工
芸
社
▽
㈲

ア
レ
ー
テ
ー
▽
㈱
花
月
堂
▽
㈱
神
奈

川
機
関
紙
印
刷
所
▽
㈱
金
港
堂
▽
共

和
興
業
㈱
▽
銀
鈴
の
詩
▽
㈱
ク
マ
リ

フ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
横
浜
営
業

所
▽
京
浜
警
備
保
障
㈱
▽
小
玉
牛
乳

店
▽
㈱
光
洋
▽
㈱
柴
橋
商
会
▽
㈱
シ

マ
ソ
ー
ビ
▽
㈱
ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ

ジ
横
浜
支
店
▽
㈱
ソ
ー
ゴ
ー
イ
ベ
ン

ト
▽
第
百
ゼ
ネ
ラ
ル
㈱
キ
ャ
メ
ロ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
▽
大
栄
電
子
㈱
▽
㈲
筒

井
書
房
▽
㈱
ト
シ
ダ
▽
㈱
ト
ミ
ヤ
▽

東
宝
防
災
㈱
▽
東
京
中
央
食
品
㈱
▽

㈱
日
本
旅
行
横
浜
支
店
▽
㈱
ね
ず
ら

む
▽
㈱
柏
苑
社
▽
㈱
フ
ィ
ー
ル
ズ
▽

㈱
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
印
刷
▽
三
井
住
友

海
上
ケ
ア
ネ
ッ
ト
㈱
▽
㈱
八
雲
堂
洋

光
台
店
▽
㈱
安
田
物
産
▽
八
木
時
雄

税
理
士
事
務
所
▽
㈱
有
隣
堂
▽
㈲
横

浜
綜
合
印
刷

【
部
会
協
力
者
】
各
種
招
待
行
事
や

寄
託
品
等
、
本
会
施
設
部
会
事
業
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・

団
体
等

▽
キ
ヤ
ノ
ン
㈱
▽
諸
磯
ヨ
ッ
ト
オ
ー

お
わ
び
と
訂
正

本
紙
二
月
号
（
平
成
二
十
年
二
月
十
五

日
発
行
号
）
の
十
頁
、
後
ろ
か
ら
十
八

行
目
は
、
正
し
く
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ハ
ウ
ス
金
沢
」
で
し
た
。
関
係
者
の

方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

お
わ
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。



１６第６７６号　福祉タイムズ　２００８．３．１５

－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８
TEL ０３（３４４９）１７７１／FAX ０３（３４４９）１７７２
URL：www.yasue-sekkei.co.jp
E－mail：yasue@yasue-sekkei.co.jp

新 築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報

告・アスベスト調査等お気軽にご相談ください

Ｓ保育園（横浜市）

発
行
日　

２
０
０
８
年（
平
成　

年
）３
月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２０

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

�
か
わ
う
そ
の
郷
�発「
お
い
し
い
贈
り
物
」

社
会
福
祉
法
人　

光
友
会（
藤
沢
市 
獺  
郷 
）

お
そ 
ご
う

　

愛
嬌
の
あ
る
顔
を
し
た
体
長
１
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
小
動
物
�
か
わ
う
そ（
獺
）
�。

藤
沢
市
獺
郷（
お
そ
ご
う
）に
は
、文
字

通
り
、
昔
多
く
の
か
わ
う
そ
が
生
息
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
獺
郷
に
拠
点
を
持

つ
社
会
福
祉
法
人
光
友
会
で
は
、
可
愛

ら
し
い
か
わ
う

そ
を
形
ど
っ
た

サ
ブ
レ
を
作
っ
て
い

ま
す
。

法
人
創
設
三
十
周
年
の
感
謝
の
気
持
ち

　

昭
和
五
十
二
年
、
視
覚
障
害
者
の
就

労
の
場
と
し
て
県
内
第
一
号
と
な
る
地

域
作
業
所
を
五
十
嵐
光
雄
理
事
長
が
自

宅
に
開
所
し
た
日
に
、
光
友
会
は
生
ま

れ
ま
し
た
。

　

法
人
化
後
、
身
体
障
害
者
の
就
労
を

支
援
す
る
通
所
授
産
施
設
「
神
奈
川
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
設
し
、そ
の
五
年

後
�
重
度
障
害
者
の
生
活
の
場
が
必
要
�

だ
と
身
体
障
害
者
療
護
施
設「
湘
南
希

望
の
郷
」を
開
設
。
さ
ら
に
は
入
居
者

は
、「
月
千
二
百
枚
以
上
を
生
産
し
て

い
ま
す
が
、
な
か
な
か
追
い
つ
か
ず
う

れ
し
い
悲
鳴
で
す
。
で
す
が
、
な
る
べ

く
利
用
者
の
方
が
作
業
の
中
心
と
な
る

よ
う
見
守
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
湘
南
で
は
、
作
っ
た
サ
ブ
レ

を
他
の
製
品
と
一
緒
に
店
頭
で
販
売
し

て
い
ま
す
。「
開
設
か
ら
四
年
が
経
ち
、

利
用
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
が
で
き
て

き
ま
し
た
。
口
で
言
わ
な
く
て
も
利
用

者
さ
ん
が
何
を
し
て
ほ
し
い
か
が
わ
か

っ
て
自
発
的
に
仕
事
を
こ
な
し
て
く
れ

た
と
き
、
そ
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で

す
」
と
、
職
員
の
阿
部
和
彦
さ
ん
は
う

れ
し
そ
う
に
語
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
就
労
の
場
づ
く
り
に
向
け
て

　
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
大
学
、

病
院
の
売
店
な
ど
、
サ
ブ
レ
の
販
路
を

拡
大
中
で
す
。
も
う
す
ぐ
専
用
の
工
房

も
開
所
す
る
ん
で
す
よ
」
と
、
専
務
理

事
の
五
十
嵐
紀
子
さ
ん
。
か
わ
う
そ
サ

ブ
レ
に
は
、
利
用
者
の
就
労
支
援
に
向

け
た
光
友
会
の
新
た
な
決
意
が
こ
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

で
就
労
可
能
な
方
の
た
め
の
作
業
所
や

福
祉
ホ
ー
ム
、
そ
し
て
在
宅
の
方
の
た

め
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス・シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な

ど
、
積
極
的
に
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
事
業

を
拡
げ
て
き
ま
し
た
。

　

法
人
創
設
三
十
周
年
を
記
念
し
て
生

ま
れ
た
か
わ
う
そ
サ
ブ
レ
に
は
、
獺
郷

の
地
で
長
年
活
動
し
て
こ
ら
れ
た�
感

謝
�の
気
持
ち
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
枚
一
枚
に
心
を
こ
め
て

　

サ
ブ
レ
を
作
っ
て
い
る
の
は
、
神
奈

川
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
平
成
十
六
年
に

湘
南
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
内
に
開
設
し
た
知
的

障
害
者
の
た
め
の
通
所
授
産
施
設「
ラ

イ
フ
湘
南
」の
利
用
者
で
す
。生
地
作
り

か
ら
梱
包
ま
で
を
手
作
業
で
行
い
ま
す
。

　

神
奈
川
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
熟

練
し
た
利
用
者
を

リ
ー
ダ
ー
に
、九
名

で
作
業
を
行
い
ま

す
。
担
当
職
員
の

井
地
洋
平
さ
ん

社
会
福
祉
法
人　

光
友
会

藤
沢
市
獺
郷
１
０
０
８
―
１

�
０
４
６
６
―　

―
１
５
０
０

４８

サ
ブ
レ
の
お
求
め
は
直
接
あ
る
い
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
で
（w

w
w
.lfa.jp

）

一枚一枚丁寧に型を抜き
焼き上げます
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